
行
政
研
究

都
市
の
主
体
性

は
じ
め
に

　
最
近
都
市
の
主
体
性
と
い
う
も
の
が
、
横
浜

市
あ
る
い
は
首
都
圏
の
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、

地
方
に
お
け
る
都
市
の
計
画
に
お
い
て
も
議
論

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
都
市
の
主
体
性
と

は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
あ
い
を
も
っ
て
お
り
、
一

つ
の
見
解
な
り
定
義
に
収
斂
さ
せ
て
い
く
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
今
回
の
報
告
で
は
次
に
述
べ

る
よ
う
に
、
経
済
的
活
動
と
そ
れ
を
支
え
る
都

市
の
骨
格
施
設
に
限
定
し
て
都
市
の
主
体
性
と

い
う
も
の
を
考
え
て
み
た
。
そ
し
て
こ
の
限
定

さ
れ
た
分
野
で
の
都
市
の
主
体
性
と
い
う
も
の

を
、
「
求
心
的
都
市
構
造
」
と
呼
ん
で
み
る
こ

と
に
す
る
。

求
心
的
都
市
構
造
の
定
義

①
―
前
提
と
な
る
都
市
の
ス
ケ
ー
ル

　
ど
の
程
度
の
ス
ケ
ー
ル
の
都
市
を
前
提
に
し

て
求
心
的
都
市
構
造
を
議
論
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
都
市
と
し
て
あ
る
程
度
の
自
律
性
を
持
つ

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
自

律
性
を
も
っ
た
都
市
と
し
て
日
本
で
実
際
に
存

在
し
て
い
る
も
の
を
考
え
る
な
ら
ば
①
人
口
⇒

数
十
万
～
数
百
万
、
②
面
積
妓
通
勤
圏
程
度
の

広
が
り
、
数
百
㎞
2
の
両
方
を
併
せ
持
っ
た
都
市

を
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

②
―
求
心
的
都
市
構
造
の
定
義

　
求
心
的
都
市
構
造
と
は
「
都
市
が
そ
れ
が
立

地
し
て
い
る
地
城
の
中
で
中
心
地
と
し
て
機
能

し
、
発
展
し
て
い
る
」
状
態
を
い
う
。
こ
れ
を

具
体
的
な
指
標
で
示
そ
う
と
す
る
と
、
さ
き
に

述
べ
た
よ
う
に
経
済
活
動
と
こ
れ
を
支
え
る
都

市
の
骨
格
施
設
に
限
定
し
た
と
し
て
も
、
次
の

よ
う
な
複
数
の
指
標
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
う
し
た
複
数
の
指
標
を
一
つ
の
指
標
と
し
て

ま
と
め
た
も
の
が
、
逆
に
求
心
的
都
市
構
造
と

い
う
指
標
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
ｱ
)
都
市
的
土
地
利
用

　
　
Ｄ
Ｉ
Ｄ
地
区
、
近
隣
商
業
地
域
、
商
業
地

　
　
城
、
特
別
業
務
地
区
、
高
度
地
区
、
高
度

　
　
利
用
地
区

(
ｲ
)
人
　
口

　
　
昼
夜
開
人
口
比
、
就
業
者
数
、
流
入
①
流

金
田
孝
之

　
　
本
庁
（
　
″
）

　
　
情
報
の
流
れ
（
電
話
通
話
回
数
）

(
ｹ
)
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

　
　
社
会
資
本
の
有
効
利
用
、
特
殊
な
も
の
、

　
　
質
の
高
い
も
の
の
存
在
、
民
間
の
企
業
活

　
　
動
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト

(
ｺ
)
複
合
化

　
　
機
能
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
化

　
　
出
就
業
者
数

(
ｳ
)
交
　
通

　
　
自
動
車
Ｏ
Ｄ
、
鉄
道
輸
送
人
口
、
パ
ー
ソ

　
　
ン
ト
リ
ッ
プ
、
物
流
、
港
湾
取
扱
貨
物
量

(
ｴ
)
経
　
済

　
　
業
種
別
生
産
額
、
業
種
別
販
売
額
、
業
種

　
　
別
就
業
者
数
、
商
圏
、
移
出
入
金
額
（
産

　
　
業
連
関
表
ベ
ー
ス
）

(
ｵ
)
交
通
施
設

　
　
環
状
・
放
射
状
の
街
路
ネ
タ
ト
ワ
ー
ク
、

　
　
環
状
・
放
射
状
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
　
ク
、
環
状
・
放
射
状
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
　
ク
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
リ
ン
ク

(
ｶ
)
公
共
施
設

　
　
行
政
施
設
（
面
積
・
数
量
・
人
数
）

　
　
市
民
利
用
施
設
（
面
積
・
数
量
・
人
数
）

(
ｷ
)
拠
点
の
整
備
状
況

　
　
都
心
（
商
業
系
用
途
地
域
の
面
積
、
販
売

　
　
額
、
就
業
人
口
、
乗
降
客
）

　
　
副
都
心
（
　
″
）

　
　
地
域
拠
点
（
　
″
）

(
ｸ
)
管
理
機
能

　
　
本
社
（
職
員
数
）

横
浜
に
お
け
る
求
心
的
都
市

構
造
の
形
成
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②
で
述
べ
た
よ
う
な
求
心
的
都
市
構
造
の
定

義
に
そ
っ
て
、
横
浜
市
に
お
け
る
そ
れ
の
形
成

を
い
く
っ
か
の
指
標
か
ら
検
討
し
て
み
る
。

①
都
市
的
土
地
利
用

　
商
業
系
用
途
地
域
は
昭
和
三
十
五
か
ら
昭
和

五
十
五
年
ま
で
に
一
．
四
二
六
血
か
ら
二
、
五
三

一
h
a
、
シ
ェ
ア
ー
は
三
・
五
％
か
ら
五
・
七
％

に
増
大
し
て
い
る
。
増
大
し
た
主
な
原
因
は
、

郊
外
部
に
お
げ
る
宅
地
開
発
に
と
も
な
っ
て
新

し
く
指
定
さ
れ
た
商
業
系
用
途
地
域
で
あ
る
。

横
浜
の
郊
外
部
に
お
け
る
宅
地
開
発
の
進
展

求
心
的
都
市
構
造
の
形
成
を
め
ざ
し
て

一二

三

―



図―１　用途地域の指定地区の拡大は
。
用
途
地
域
の
指
定
地
域
の
増
大
（
図
－
１
）
、

面
的
開
発
事
業
の
実
施
状
況
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。

②
人
口

　
昼
間
人
口
は
昭
和
三
十
五
年
か
ら
昭
和
五
十

年
ま
で
に
一
三
三
万
人
か
ら
二
三
八
万
に
増
大

し
て
い
る
が
、
夜
間
人
口
は
一
三
八
万
人
か
ら

二
六
二
万
人
と
昼
間
人
口
を
上
ま
わ
る
増
加
を

示
し
て
い
る
た
め
、
昼
夜
間
人
口
比
は
九
六
・

五
％
（
昭
和
三
十
五
年
）
か
ら
九
〇
・
六
％

（
昭
和
五
十
年
）
に
減
少
し
て
い
る
。

市
内
へ
の
流
入
は
昭
和
二
十
五
年
か
ら
昭
和

図―2　横浜市から市外への流出量・市外から市内への流入量

五
十
年
ま
で
に
一
二
万
人
か
ら
二
四
万
人
と
増

大
し
て
い
る
が
、
流
出
は
一
七
万
人
か
ら
四
七

万
人
と
そ
れ
以
上
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。

　
（
表
―
１
）

　
流
出
入
を
地
域
別
に
み
る
と
、
流
出
の
伸
び

図―３　都市計画道路・高速道路整備状況

が
も
っ
と
も
大
き
い
の
は
、
港
北
区
・
緑
区
・

戸
塚
区
等
の
郊
外
で
あ
り
、
流
入
の
伸
び
が
も

っ
と
も
大
き
い
の
は
西
区
・
中
区
の
都
心
地
域

で
あ
る
。
都
心
地
域
の
み
の
昼
夜
間
人
口
比
を

み
る
と
一
二
八
（
三
十
五
年
）
か
ら
一
六
一
（
五

十
年
）
と
増
大
し
て
い
る
。

③
交
通

　
四
十
三
年
と
五
十
年
と
の
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
。

プ
を
比
較
す
る
と
、
流
出
・
流
入
と
も
増
大
し

て
い
る
。
流
出
入
と
も
、
伸
び
率
（
昭
5
3
／
昭

4
3
）
が
大
き
い
の
は
、
東
京
市
郡
部
、
藤
沢
・

茅
ケ
崎
、
川
崎
内
陸
、
県
央
と
の
ト
リ
ベ
フ
で

あ
る
（
図
―
２
）
。
区
別
の
通
勤
ト
リ
ッ
プ
の

シ
ェ
ア
ー
を
み
る
と
既
成
市
街
地
お
よ
び
相
鉄

線
沿
線
で
は
横
浜
の
都
心
（
西
・
中
区
）
に
通

勤
ト
リ
ッ
プ
が
集
中
し
て
お
り
、
パ
ー
ソ
ン
ト

舞杢季報72 81.12 82―



表―3　設備投資額 表―１　人口

表―5　横浜市の太社所在企輦数

て
い
る
へ
表
―
２
）
。

　
製
造
業
出
荷
額
は
、
三
十
五

～
五
十
四
年
に
各
目
で
七
、
八

倍
に
な
り
、
対
南
関
東
構
成
比

は
一
三
・
〇
％
か
ら
九
・
二
％

に
低
下
し
、
対
全
国
構
成
比
は

三
・
七
％
か
ら
二
・
四
％
に
低

下
し
て
い
る
。
設
備
投
資
額
の

全
国
お
よ
び
南
関
東
に
お
け
る

構
成
比
を
み
る
と
最
近
は
増
大

し
て
い
る
。

　
三
次
産
業
事
務
所
数
を
み
る

と
、
不
動
産
、
運
輸
通
信
、
飲

食
店
の
増
加
が
大
き
い
。
三
次

産
業
の
従
業
者
に
お
い
て
も
ほ

ぼ
同
様
に
不
動
産
。
飲
食
店
、
サ

ー
ビ
ス
業
の
増
加
が
大
き
い
。

調査季報72 81.12

リ
ッ
プ
の
伸
び
率
が
大
き
い
郊
外
地
で
は
東
京

の
都
心
三
区
に
集
中
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
横
浜
港
に
お
け
る
取
扱
貨
物
量
の
伸

び
を
み
る
と
、
二
、
六
五
三
万
ド
ン
（
昭
三
十

五
）
か
ら
一
億
二
、
四
四
六
万
ト
ン
（
昭
五
十

五
）
と
著
し
い
増
加
を
示
し
て
い
る
。
特
に
公

共
貨
物
の
外
貿
出
、
民
間
貨
物
の
外
貿
入
の
増

加
が
著
し
い
。

④
経
　
済

　
産
業
別
の
就
業
者
数
を
み
る
と
、
一
次
は
実

数
、
構
成
比
と
も
低
下
し
、
二
次
は
実
数
、
構

成
比
と
も
四
十
五
年
を
ピ
ー
ク
に
停
滞
し
、
三

次
で
は
実
数
、
構
成
比
と
も
一
貫
し
て
増
大
し

　
卸
売
販
売
額
で
三
十
五
～
五
十
四
年
で
五
・

五
倍
、
小
売
販
売
額
で
は
実
質
で
三
十
五
～
五

十
四
年
で
四
・
八
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

⑤
交
通
施
設

　
鉄
道
、
都
市
計
画
道
路
、
高
速
道
路
の
整
備

状
況
を
み
る
と
三
十
五
か
ら
五
十
五
年
の
間
に

横
浜
を
中
心
と
し
た
ネ
。
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ

れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
一
方
で
は
新
幹
線
、

東
名
、
横
浜
新
道
等
通
過
交
通
型
の
交
通
施
設

も
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
（
図
―
３
）
。

⑥
管
理
機
能

　
横
浜
市
に
お
け
る
事
務
所
等
の
面
積
は
一
〇

四
h
a
（
三
十
五
）
か
ら
六
八
五
h
a
（
五
十
五
）

83

表―２　横浜市就業者数表―4　横浜市における事務所等の面積

　　　　事務所・店舗・銀行　　（1,000 ㎡）
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に
増
大
し
て
い
る
（
表
―
４
）
。
ま
た
、
本
社
所

在
企
業
数
は
一
六
二
社
（
三
十
五
）
よ
り
六
四

七
社
（
五
十
五
）
に
増
大
し
て
い
る
（
表
―
５
）
。

　
以
上
の
諸
指
標
よ
り
判
断
す
る
と
横
浜
市
に

お
け
る
求
心
的
都
市
構
造
は
一
方
で
は
強
化
さ

れ
（
周
辺
地
域
を
含
め
た
地
域
の
中
心
地
）
、

ま
た
、
一
方
で
は
弱
体
化
（
東
京
へ
の
依
存
）

さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
全
体
と
し

て
昼
夜
間
人
口
比
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
弱
体
化

さ
れ
て
き
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

他
都
市
と
の
比
較

図―４　本市の工業活動、商業活動の10大都市平均との比較

　
横
浜
市
の
求
心
的
都
市
構
造
を
他
都
市
の
そ

れ
と
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
昼
夜
間
人
口
比
率

　
昼
夜
間
人
口
比
率
は
、
そ
の
値
が
大
き
い
こ

と
は
就
業
者
の
流
出
が
少
な
く
流
入
が
大
き
い

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
横
浜
市
の
そ
れ

は
一
〇
〇
以
下
で
あ
り
、
他
都
市
は
川
崎
を
除

い
て
い
ず
れ
も
Ｉ
〇

〇
以
上
で
あ
る
。

②
経
済
活
動

　
商
業
活
動
を
比
較

し
て
み
る
と
、
商
店

数
、
従
業
者
数
、
販

表―６　本社機能の比較　　　　　　（会社四季報1980夏季号）

売
額
が
夜
間
人
口
が
同
規

模
の
名
古
屋
市
、
大
阪
市

に
比
べ
て
か
な
り
低
く
、

ま
た
一
商
店
当
り
の
従
業

者
数
、
商
品
販
売
額
、
人

口
一
人
当
り
の
商
品
販
売

額
に
つ
い
て
も
十
大
都
市

図―５
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の
平
均
を
か
な
り
下
ま
わ
る
（
図
―
４
）
。

　
工
業
活
動
に
つ
い
て
は
こ
の
逆
で
一
土
場
あ

た
り
の
従
業
者
数
、
従
業
者
一
人
当
り
の
製
造

品
出
荷
額
は
、
十
大
都
市
の
平
均
を
上
ま
わ
る

（
図
―
４
）
。

③
業
務
機
能

　
本
社
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
横
浜
市
は
神
戸

市
、
京
都
市
の
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
大
阪
市
は
も

ち
ろ
ん
名
古
屋
市
と
比
較
し
て
も
少
な
い
（
喪

―
６
）
。
民
間
企
業
研
究
所
の
立
地
状
況
を
み

る
と
横
浜
市
は
他
都
市
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
。

ま
た
大
学
の
立
地
状
況
を
み
る
と
学
生
数
、
学

校
数
と
も
東
京
、
京
都
は
も
ち
ろ
ん
福
岡
、
名

古
屋
に
比
較
し
て
も
少
な
い
。

(
4
)
交
通
施
設

　
自
動
車
専
用
道
路
、
幹
線
道
路
、
鉄
道
の
整

備
状
況
を
み
る
と
、
そ
の
整
備
密
度
（
延
長
／

面
積
）
は
夜
間
人
口
が
同
規
模
の
名
古
屋
市
、

大
阪
市
に
比
べ
て
小
さ
く
、
京
都
市
、
札
幌
市

と
同
程
度
で
あ
る
（
図
―
５
）
。

　
放
射
状
、
環
状
の
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
都
心

部
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ

る
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
中
心
と
な
る
都

市
の
一
般
例
で
あ
る
が
、
横
浜
の
場
合
こ
う
し

た
パ
タ
ー
ン
が
未
成
熟
で
あ
り
、
神
戸
市
の
よ

う
な
通
過
型
の
パ
タ
ー
ン
も
併
せ
も
っ
て
い

る
。
　
以
上
限
ら
れ
た
指
標
に
つ
い
て
他
都
市
比
較

を
行
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
指
標
か
ら
も
「
求

心
的
都
市
構
造
の
形
成
、
す
な
わ
ち
地
域
の
中

心
地
と
し
て
機
能
し
、
発
展
し
て
い
る
」
に
つ

い
て
は
、
他
都
市
に
比
べ
相
当
な
遅
れ
が
あ
る

と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

求
心
的
都
市
構
造
の
意
義

①
―
横
浜
等
の
首
都
圏
の
周
辺
都
市
に
お
け
る

　
　
求
心
的
都
市
構
造
の
必
要
性

　
な
ぜ
求
心
的
都
市
構
造
が
横
浜
市
等
の
首
祁

圏
の
周
辺
都
市
で
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
は
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、
広
域
的
な

視
点
よ
り
考
え
ら
れ
る
ａ
グ
ル
≒
フ
と
地
域
的

な
視
点
よ
り
考
え
ら
れ
る
ｂ
グ
ル
ー
プ
と
に
分

け
ら
れ
る
。
ａ
グ
ル
ー
プ
の
理
由
の
大
部
分
の

も
の
に
つ
い
て
は
「
周
辺
都
市
に
お
け
る
求
心

的
都
市
構
造
の
形
成
」
と
い
う
解
決
策
以
外
の

解
決
策
に
よ
っ
て
解
決
が
可
能
で
あ
る
の
で
、

基
本
的
に
は
ｂ
グ
ル
ー
プ
が
必
要
性
の
根
拠
と

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

実
際
に
は
ａ
グ
ル
ー
プ
の
他
の
解
決
策
（
東
京

の
都
心
に
向
け
て
さ
ら
に
大
量
輸
送
機
関
を
整

備
す
る
）
も
実
施
困
難
な
も
の
が
多
い
（
図
―

②
―
求
心
的
都
市
構
造
の
各
政
策
分
野
に

　
　
お
け
る
意
義

　
求
心
的
都
市
構
造
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
は

単
に
都
市
計
画
上
の
意
義
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
祁
市
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
も
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ

図一６る
。
(
ｱ
)
都
市
計
画

○
国
土
レ
ベ
ル
≒
・
・
地
方
中
核
都
市
の
形
成

○
首
都
圏
…
広
域
多
核
都
市
複
合
休

表― 7　求心的都市構造の必要性

必要性(他の解決策) 空間のレベル 必要性の特徴

　　ａ

グループ

　(広域)

○長距離通勤（大量輸送機関の整備）
○公害問題

○防災問題（オープンスペースの確保、施
　設の耐震化）
○地方財政の悪化（財政制度の改革）
○過集積による外部不経済（集積に対応し
　た都市施設づくり）

広城(首都圏)

広域､特に都心

同上

都

都心

1.広域(首都圏)都市圏の過大過密、一点集

　中に起因するものであり、解決策として
　周辺都市の強化による業務機能等の分散
　が考えられる。周辺都市の強化→求心的
　都市構造の強化
2.問題の程度が比較的計量化できる
3. 1で述べた以外の解決策が考えられる。

　　ｂ

グループ

(地域)

○周辺都市の都市機能の単純化

○消費活動と生産活動の場合が分離するこ
　とによるコミュニティーのひずみ。ヒュ
　ーマンスケールを越えたコミュニティー

○社会的諸機能の中央集権化と周辺都市の
　主体性の低下

|周辺都市
1・広域（首都圏）都市圏の周辺に位置する都

　市のベッドタウン化に起因するもので、
　解決策として周辺都市の求心的都市構造
　の形成強化が考えられる。
2.計量「不可能」質的なもの
3.他の解決策がない。

調査季報72 81.1285

五
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○
東
京
･
･
･
過
密
の
解
消

○
東
京
周
辺
都
市
･
･
･
都
市
の
主
体
性
の
回
復

(
ｲ
)
産
業
政
策

〇
二
次
上
局
付
加
価
値
・
知
識
集
約
型
、
横
断

　
　
　
　
的
技
術
を
要
す
る
二
次
の
育
成
（
テ

　
　
　
　
ク
ノ
ポ
リ
ス
）

○
三
次
い
：
情
報
の
組
み
合
せ
、
消
費
と
供
給
の

　
　
　
　
直
結
を
必
要
と
す
る
三
次
の
育
成

(
ｳ
)
文
化
政
策
　
○
文
化
の
多
様
化

(
ｴ
)
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

○
住
と
職
の
近
接
化
に
ょ
る
づ
フ
ン
ス
の
と
れ

　
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成

③
―
政
策
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
に
あ
た
っ
て

　
　
の
問
題
点

　
求
心
的
都
市
構
造
の
形
成
と
い
う
政
策
は
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
が
む
ず

か
し
い
政
策
で
あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

(
ｱ
)
都
市
の
構
造
を
変
え
て
い
く
政
策
で
あ
る
た

め
、
現
象
に
対
す
る
直
接
的
な
対
応
策
で
な
い

し
、
ま
た
各
分
野
に
ま
た
が
る
施
策
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
理
解
さ
れ
に
く
く
、
コ
ン
セ
ン
サ

ス
形
成
が
困
難
で
あ
る
。

(
ｲ
)
政
策
の
効
果
を
机
上
で
計
量
化
し
、
総
合
的

に
判
断
す
る
こ
と
が
困
難
。
実
際
に
施
策
を
推

進
し
、
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
方
式
で
政
策
を

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

(
ｳ
)
こ
の
政
策
（
周
辺
都
市
に
お
け
る
求
心
的
都

市
構
造
め
形
成
）
は
広
域
都
市
圏
の
一
点
集
中

化
、
過
密
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
対
す
る
ア

ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
の
施
策
で
あ
っ
て
、
現
状

が
よ
り

あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
施
策
の
効
果
が
ど
の
程

度
あ
っ
て
、
一
点
集
中
化
、
過
密
化
を
防
止
し

て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
」
こ
と
が
困
難
で

あ
る
。

④
ｌ
求
心
的
都
市
構
造
の
形
成
に
対
す
る

　
　
批
判
に
つ
い
て

　
求
心
的
都
市
構
造
の
形
成
に
対
し
て
は
広
域

レ
ベ
ル
、
周
辺
都
市
レ
ベ
ル
で
の
批
判
が
あ
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。

　
広
域
（
首
都
圏
）
レ
ベ
ル

　
　
（
批
判
）

○
周
辺
都
市
で
求
心
都
市
構
造
を
形
成
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
分
散
型
の
広
域
構
造
を
つ
く
る
の

で
は
な
く
、
広
域
圏
の
中
心
地
（
東
京
）
の
再

開
発
、
宅
地
の
高
度
利
用
、
輸
送
力
の
強
化
、

供
給
系
施
設
の
強
化
に
よ
っ
て
効
率
的
な
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
を
作
る
。

　
　
　
　
　
⇒

　
　
（
コ
メ
ン
ト
）

○
新
規
の
道
路
、
鉄
道
施
設
整
備
の
限
界

○
水
供
給
の
限
界

ｏ
危
機
に
対
す
る
脆
弱
な
都
市

○
新
し
い
都
市
機
能
に
み
あ
っ
た
都
市
再
開
発

　
の
困
難
さ

○
再
開
発
そ
の
も
の
の
困
難
さ

　
　
（
批
判
）

○
全
面
的
な
都
市
の
立
体
性
（
求
心
性
）
と
い

う
も
の
は
周
辺
都
市
に
お
い
て
不
自
然
か
つ
不

必
要
で
あ
る
。
住
宅
都
市
に
サ
ー
ビ
ス
機
能
が

付
加
さ
れ
る
だ
け
で
良
い
。

　
　
　
　
　
⇒

　
　
（
コ
メ
ン
ト
）

Ｏ
他
の
人
都
市
に
寄
生
し
た
都
市
の
同
感
―
機

能
の
爪
一
化
、
不
安
定
性
、
主
休
性
の
欠
如
―

緋
を
当
然
の
も
の
し
て
認
め
ら
れ
る
か
。

○
広
域
圏
全
体
の
過
大
、
過
密
、
一
点
集
中
を

促
進
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
周
辺
都
市

に
も
悪
影
響
を
与
え
る
。

求
心
的
都
市
構
造
形
成
に

向
け
て

　
三
に
お
い
て
は
、
横
浜
に
お
け
る
求
心
的
都

市
構
造
形
成
の
プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ
ス
面
を
述

べ
、
四
に
お
い
て
は
他
都
市
の
求
心
的
都
市
構

造
と
比
較
し
て
横
浜
の
そ
れ
が
未
成
熟
で
あ
る

こ
と
、
五
に
お
い
て
は
求
心
的
都
市
構
造
の
形

成
が
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

た
。
　
実
践
的
に
問
題
な
の
は
、
い
か
に
求
心
的
都

市
構
造
を
形
成
し
て
い
く
か
で
あ
る
。
以
下
そ

れ
に
つ
い
て
一
般
論
と
横
浜
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
述
べ
て
み
る
。

①
―
都
市
計
画
サ
イ
ド
の
政
策
手
段

　
都
市
計
画
と
い
う
も
の
を
か
な
り
広
義
に
解

釈
し
て
も
「
計
画
の
場
」
は
あ
る
い
は
「
自
由

に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
的
機
能
」

は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
政
策
手
段
も
限
定
さ
れ

て
い
る
。
で
き
る
だ
け
広
義
に
解
釈
し
た
場
合
、

求
心
的
都
市
構
造
形
成
に
有
効
な
政
策
手
段
と

し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

　
〔
考
え
ら
れ
る
政
策
手
段
〕

⑦
生
爪
機
能
の
整
備
に
あ
た
っ
て
場
所
に
よ
る

差
別
を
導
入
（
生
産
機
能
の
整
備
が
主
の
政
策

目
標
）

④
生
産
機
能
の
再
配
置
（
再
配
雌
が
主
の
政
策

目
標
）

⑥
ヒ
地
利
川
計
画

⑩
交
迦
網
計
画

　
広
域
道
路
網
、
都
市
内
道
路
網
、
広
域
鉄
道

網
、
都
市
内
鉄
道
網

㈹
核
の
整
備
計
画

　
都
心
、
副
都
心
、
地
区
中
心
地

⑥
他
都
市
と
の
結
合

　
上
位
都
市
と
の
結
合
、
同
等
の
都
市
と
の
結

合
、
セ
ソ
タ
土
フ
ソ
ド
と
し
て
の
と
り
こ
み

印
複
合
的
施
策

〈
都
市
機
能
の
複
合
化
〉
（
複
合
化
し
た
都
市
機

能
）
例
、
都
市
型
工
業
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
、

研
究
開
発
機
能
〈
フ
ィ
ジ
カ
ル
プ
ラ
ン
の
複
合

化
〉
例
、
土
地
利
用
と
都
市
施
設
、
核
整
備
と

交
通
網
〈
機
能
配
置
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
プ
ラ
ン
の

複
合
化
〉
例
、
工
業
再
配
置
と
土
地
利
用
計

画
、
業
務
分
散
と
核
の
整
備
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②
―
求
心
的
都
市
構
造
形
成
の
ス
ト
ー
リ
ー
づ

　
①
に
述
べ
た
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
手

段
が
あ
り
、
こ
れ
を
使
っ
て
論
理
的
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
求
心
的
都
市
構
造
形
成
の
ス
ト
ー
リ
ー

が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
有
効

に
効
果
を
発
揮
し
て
い
く
た
め
に
は
、
次
の
よ

う
な
六
つ
の
視
点
か
ら
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
ま
っ
た
く
ビ
ヘ
ル
の
違
う
六
つ
の

視
点
か
ら
検
討
さ
れ
て
残
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
と

な
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。

(
1
)
総
合
性
の
確
保

(
ｱ
)
都
市
の
勤
き
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
総
令
的
に
知

る(
ｲ
)
政
策
手
段
を
限
定
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
、
そ
の
組
み
合
せ
を
検
討
す
る

(
ｳ
)
求
心
的
都
市
構
造
の
形
成
と
他
の
政
策
目
標

と
の
づ
フ
ン
ス
を
考
え
る
。
都
市
全
体
の
計
画

に
お
い
て
、
ま
だ
、
個
々
の
計
画
に
お
い
て

(
2
)
時
間
軸
に
そ
っ
て
の
思
考

(
ｱ
)
都
市
の
生
成
発
展
過
程
を
生
か
し
て
や
る

工
業
↓
商
業
↓
中
枢
管
理

単
一
機
能
↓
複
合
機
能

(
ｲ
)
時
々
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
、
必
要
と
さ
れ
る
都

市
機
能
を
整
備
し
て
い
く

(
ｳ
)
将
来
に
お
い
て
可
能
と
な
る
政
策
手
段
・
計

画
を
生
か
し
、
逆
に
不
可
能
と
な
る
も
の
を
捨

て
て
い
く

(
ｴ
)
将
来
の
予
期
で
き
な
い
変
化
に
対
応
で
き
る

弾
力
性
を
も
つ

問
計
画
の
与
件
の
整
理

(
ｱ
)
既
存
の
計
画
で
実
施
可
能
性
が
高
く
、
求
心

的
都
市
構
造
に
プ
ラ
ス
と
な
る
も
の
は
こ
れ
を

与
件
と
す
る

(
ｲ
)
権
利
関
係
、
長
期
に
か
な
り
実
施
さ
れ
現
在

う
ま
く
い
っ
て
い
る
法
制
度
は
与
件
と
す
る

(
ｳ
)
求
心
的
都
市
構
造
形
成
に
役
立
つ
も
の
で
あ

っ
て
も
、
事
務
所
規
則
等
可
能
性
の
薄
い
も
の

は
与
件
と
し
な
い

(
4
)
マ
ク
ロ
的
視
点
の
優
先

(
ｱ
)
マ
ク
ロ
的
視
点
に
た
っ
た
必
要
性
、
可
能
性

を
優
先
し
て
計
画
を
た
て
る

(
ｲ
)
ミ
ク
ロ
的
視
点
に
た
っ
た
可
能
性
、
分
析
と

矛
盾
す
る
場
合
、
ミ
ク
ロ
的
立
場
を
説
得
で
き

る
よ
う
な
条
件
（
ハ
ー
ド
及
び
ソ
フ
ト
）
を
整

備
し
て
い
く
。
常
に
条
件
整
備
を
公
共
的
施
策

と
し
て
先
行
さ
し
て
い
く

(
5
)
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
の
認
識

(
ｱ
)
都
市
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
空
間
に
機
能
の

異
な
る
種
々
の
計
画
が
実
施
さ
れ
柏
互
に
影
響

し
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
計
画
を
た

て
る
（
図
―
８
）
。

(
ｲ
)
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
の
影
響
す
る
時
間
的

範
囲
は
計
画
ご
と
に
異
な
っ
て
く
る
。

(
ｳ
)
計
画
の
実
効
性
、
実
施
さ
れ
る
可
能
性
も
ま

た
計
圃
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
。

(
ｴ
)
他
地
域
、
他
都
市
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

計
画
が
あ
り
、
対
象
と
す
る
祁
市
の
計
画
に
影

習
を
与
え
る
。

(
6
)
広
域
的
な
視
点
か
ら
の
検
討

(
ｱ
)
対
象
と
す
る
都
市
は
、
過
去
、
現
在
、
未
来

に
お
い
て
広
域
的
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
か
を
検
討
す
る
。

(
ｲ
)
対
象
と
す
る
都
市
の
求
心
的
都
市
構
造
の
形

成
に
あ
た
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
動
き
は
何
な
の

か
、
逆
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
動
き
は
何
な
の
か

を
検
討
す
る
。

図―７

図―８　さまざまな計画の認識
③
―
横
浜
に
お
け
る
求
心
的
都
市
構
造
形
成
の

　
　
ス
ト
ー
リ
ー

　
横
浜
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
求
心
的
都
市
構

造
を
形
成
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ

て
み
る
。

(
1
)
他
の
政
策
目
標
と
の
バ
ラ
ン
ス
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求
心
的
都
市
構
造
を
形
成
す
る
こ
と
だ
け
が

目
標
で
あ
る
な
ら
、
実
効
性
の
あ
り
そ
う
な
政

策
手
段
を
強
引
に
実
行
す
る
意
志
論
に
帰
着
す

る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
当
然
他
の
政

策
目
標
、
防
災
、
緑
の
保
全
等
と
矛
盾
し
て
く

る
。
し
た
が
っ
て
、
物
の
移
動
・
加
工
に
よ
る

経
済
機
能
の
強
化
、
都
市
全
体
の
密
度
を
あ
げ

る
政
策
、
極
端
な
一
点
集
中
型
構
造
の
形
成
等

は
で
き
る
だ
け
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
他
の
政
策
目
標
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
あ
る
こ

と
を
理
由
に
、
結
果
的
に
は
求
心
的
都
市
構
造

の
形
成
を
放
棄
す
る
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
在
来
型

の
政
策
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

②
都
市
の
機
能
の
選
択

　
将
来
、
横
浜
と
い
う
都
市
は
他
都
市
（
北
関

東
、
県
央
）
と
の
比
較
で
い
う
な
ら
か
な
り
熟

度
の
高
い
都
市
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

こ
で
い
う
熟
度
と
は
市
民
的
な
ニ
ー
ズ
も
含
め

て
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
熟
度
の
高
い
都
市
で

は
必
然
的
に
業
務
中
心
型
の
都
市
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
工
専
地
区
の
工

業
、
公
共
ふ
頭
の
物
流
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し

た
都
市
の
熟
度
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
た
立
地

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
も
つ
の
で
、
可
能
性
だ
け
を
い

う
な
ら
今
後
も
存
続
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
機
能
を
求
心
的
都

市
構
造
の
形
成
に
い
か
に
使
っ
て
い
く
か
が
問

題
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
土
地
の

生
産
性
と
広
域
的
な
比
較
優
位
性
と
の
二
つ
の

視
点
か
ら
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
の

二
つ
の
機
能
を
単
に
高
度
化
す
れ
ば
良
い
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

③
新
し
い
社
会
的
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

　
東
京
と
比
較
し
た
場
合
、
横
浜
は
新
し
い
場

で
あ
り
、
み
な
と
み
ら
い
2
1
を
始
め
今
後
新
ら

し
い
社
会
的
機
能
が
立
地
す
る
場
が
い
く
つ
か

あ
る
。
新
し
い
社
会
的
機
能
あ
る
い
は
、
古
い

機
能
で
あ
っ
て
も
著
し
く
成
長
率
の
高
い
も
の

―
遊
び
、
文
化
、
情
報
、
研
究
開
発
―
に

焦
点
を
あ
て
て
、
都
市
全
体
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
立
場
か
ら
考
え
る

な
ら
在
来
の
都
市
機
能
は
、
都
市
経
営
に
と
っ

て
の
安
全
弁
の
あ
る
い
は
過
度
的
機
能
で
あ
る

と
い
う
極
論
も
成
立
す
る
わ
け
で
あ
る
。

④
広
域
的
な
社
会
資
本
の
有
効
利
用

　
横
浜
は
東
京
に
近
接
し
て
い
る
以
上
、
東
京

を
中
心
と
す
る
厖
大
な
社
会
資
本
整
備
（
鉄
道
。

道
路
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）
の
中
に
く
み
こ
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
広
域
的
な
社
会
資
本
整
備
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
て
、
求
心
的
都
市
構
造

の
形
成
に
利
用
で
き
な
い
か
と
い
う
視
点
が
自

然
に
生
じ
て
く
る
。
そ
こ
で
必
要
な
こ
と
は
、

　
「
広
域
的
な
計
画
を
横
浜
に
と
っ
て
有
効
な
型

に
変
更
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
変
更
し
た
と
し

て
も
そ
の
有
効
性
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
の

か
」
を
検
討
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

⑤
複
数
の
核
の
存
在

　
横
浜
に
お
け
る
都
市
の
核
（
都
心
・
副
都
心
）

は
横
浜
に
お
け
る
機
能
と
東
京
圏
に
お
け
る
機

能
を
併
せ
も
っ
た
型
で
形
成
さ
れ
る
の
が
通
常

で
あ
る
か
ら
、
現
在
、
事
業
と
し
て
何
ら
か
の

形
で
進
行
し
て
い
る
三
つ
の
核
（
都
心
、
新
横

浜
駅
周
辺
地
区
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
セ
ン
タ

ー
地
区
）
は
横
浜
市
と
東
京
圏
に
お
け
る
機
能

を
も
ち
つ
つ
、
中
心
地
と
し
て
長
期
的
に
形
成

さ
れ
て
い
く
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、

三
つ
の
核
の
機
能
の
ち
が
い
は
立
地
場
所
の
違

い
に
よ
っ
て
自
か
ら
決
定
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
核
が
複
数
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
現

在
の
都
心
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
の
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
ー
は
、
空
間
的
に
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
い

っ
て
も
、
横
浜
市
内
部
の
2
1
世
紀
以
降
に
お
け

る
最
終
的
な
都
心
構
造
は
一
点
集
中
型
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
①
東
京
圏
南
部
を
ヒ

ン
タ
ー
ラ
ン
ド
と
し
、
②
東
京
と
一
体
性
を
持

ち
、
③
東
京
と
は
異
な
っ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の

業
務
機
能
を
も
つ
、
④
多
核
的
な
高
密
度
で
は

な
い
都
市
を
想
定
し
つ
つ
求
心
的
な
都
市
構
造

を
形
成
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
国
サ
イ
ド
に
お
い
て
東
京
圏
南
部
に
対
す

る
密
度
の
商
い
議
論
が
な
い
以
上
、
自
治
体
側

の
計
画
論
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
と
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し

た
も
の
が
欠
け
た
ま
ま
、
前
述
し
た
よ
う
な
ス

ト
ー
リ
ー
を
考
え
る
こ
と
は
、
横
浜
の
求
心
的

都
市
構
造
形
成
に
と
っ
て
極
め
て
危
険
な
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
今
回
の
報
告
が
企
画
調
整
局
に
お
け
る
総
合

計
画
の
策
定
、
技
監
室
に
お
け
る
み
な
と
み
ら

い
2
1
の
調
整
に
お
け
る
議
論
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
り
、
次
の
方
々
に
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
い
た
の
で
こ
こ
に
深
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
横
浜
国
立
大
学
　
井
上
孝
教
授
、
東
京
大
学

　
伊
東
滋
助
教
授
、
国
土
庁
　
柳
沢
勝
氏
、
神

　
奈
川
県
　
八
田
正
勝
氏
、
横
浜
市
　
西
脇
技

　
監
、
企
画
調
整
局
　
江
口
専
任
主
幹
、
同

　
小
沢
圭
幹
、
岡
部
顧
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
企
画
調
整
局
主
査
〉
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